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　いよいよ恐れていた新型インフルエンザに
よるパンデミック（感染爆発）が発生しまし
た。今現在では早期治療が効果を現したた
め大きなパニックはない状況ですが、今後の
広まりが心配されます。しかし、世界金融危
機のパンデミックともいえる事態が起きてい
るこうしたなかでの発生は、ともに根底にあ
る人災的要因を考えると皮肉にも感じられま
すし、恐ろしくもあります。
　厚生労働省によると、非正規労働者の今
年６月までの失職予想数は20万７千余人、３
月の完全失業者数は335万人、完全失業率（季
節調整値）は4.8％にまで上るそうです。先日
行いました協同総研の職員募集へも、１名の
採用枠に250名以上の方々からの応募が殺到
し、特に50代～60代の方々からとても多くの
ご応募をいただきました。ご応募くださった
皆さんはどの方も「どうしてこの方が･･･」と
思われるような素晴らしい履職歴の持ち主ば
かりです。とくに中高年の離職者の方々がお
かれている雇用状況の深刻さを少し垣間見
た気がしました。
　先日、代々木公園で行われた第80回メー
デーに参加しました。今年のメーデーは「す
べての働く者の連帯で「平和・人権・労働・
環境・共生」に取り組み、労働を中心とする
福祉型社会と自由で平和な世界をつくろう」
というのスローガンのもと、３万６千人が参
加しました。例年に比べると、労働者の生活
への危機感や雇用問題とともに、とくに格差
社会への懸念が強く訴えかけらた内容でし

た。ひきつづき午後からは野外音楽堂で「非
正規労働メーデー」が開催され、「労働者の
使い捨ては許さない！」をテーマに連合の高
木会長と雨宮処凛さんによる対談がなされま
した。こうしたことも例年にない試みです。
正規、非正規職員、企業別、職種別、NPO、
NGOといった枠組を超えた連帯の必要性が
感じられたメーデーでした。そして、労働者
の雇用厳守や反貧困運動の重要性だけでな
く、やはり仕事を自分たちでおこしていくこ
とが大切だなと感じられ、メーデーの数日前
に参加した千葉県芝山の労協若者自立塾の

「菜の花祭り」が思い起こされました。
　前号の発見誌（201・４月号）でも紹介しま
したが、これは自立塾でのBDF（バイオディー
ゼル燃料）を使った新しい仕事おこしを記念
する開所式です。自立塾では３ヶ月間の塾生
活の後、すぐに社会へ出て働くことが難しい
卒塾生たちのために、就職前にもう少し準備
期間となる就労の場を創ろうと、スタッフや
塾生、地域の人たち、企業、自治体などさま
ざまな人たちと協力し合いながらこのBDF
事業を立ち上げてきました。
　「芝山ソーシャル･エコ･ファーム」と名付
けられたこのプロジェクトではさまざまな人
たちが協同し合い事業を展開していくこと
で、BDFだけでなく農業や養蜂など複合的
に事業を組み合わせていく予定です。菜の
花祭りに参加して、それぞれが自分たちの力
や知恵を持ち寄ることから可能性が何倍にも
広がること、塾を中心に地域で新しい可能性
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が芽吹き始めていることを実感しました。
　間近でこうした若者たちの奮闘を見るにつ
け、協同労働法の制定実現が待たれてなり
ません。先日、「協同出資・協同経営で働く
協同組合法（仮）を考える議員連盟」に参加
されている民主党議員連盟の方々を中心に、

「協同労働の協同組合（仮）法」の第１回勉強
会が行われました。市民会議会長の笹森さ
んと副会長の島村さん（協同総研）などが話を
され、とても有意義な学習会となりました。
その場にはNHK解説委員の方も参加されて
おり、勉強会終了後すぐに「時論公論」（NHK
総合）のなかで、ぜひワーカーズコープを取

り上げたいという申し出がありました。翌日
には「広がる失業　就職から創職へ」と題
され、とても丁寧な解説で放送されました（５
月１日放送。内容についてはNHKの解説委
員室ブログでもご覧いただけます）。
　地方議会での意見書採択や超党派による
議員連盟の活発な動きとともに、世の中から
の協同労働法への期待の高まりが感じられま
す。私たちのためだけでなく、その先の、こ
の法を本当に必要としている人たちがいるこ
とを実感します。いよいよ法制化運動も佳境
の時です。

　　　　　　　　研究所活動日誌

04/03（金）　田畑稔先生（大阪経済大学教授）  

　訪問（古谷、田嶋）

04/04（土）　広島協同集会実行委員会（田嶋）

／目白台地域センター運営委員会

会議視察（駒沢大学・松本先生、

榎本）

04/08（水）－09（木）　日本協同組合学会打合

せ（酪農学園大学：岡安、田嶋）

04/09（木）　東京農工大学との共同研究：福生

WS

04/10（金）－11（土）　センター事業団全国所

長会議（赤羽会館他：駒沢大学・

松本先生）

04/12（日）　愛知法制化市民集会（橋本、田嶋、

榎本）

04/13（月）　五味正彦氏（有機本業）訪問（榎本）

　　　　　　　　新入会員（2009.4.1 ～ 4.30）

原田 守康（ センター事業団本部）関心：教
育の貧困・差別・社会的排除

前原 雄一（センター事業団高知出張所）
服部 義保（ ワーカーズコープ中川地域福祉

事業所）
青砥　恭（ 前埼玉県立上尾高校教員、関東

学院大学講師）
渡辺 亮子（日本音楽家ユニオン）
鈴木田　純（北九州遠賀中間中高年事業団）
豊内 和寿（センター事業団本部）
林　佳之（センター事業団本部）
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